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〜 介護給付費等のインターネット請求化について 〜 
 

 

 

 

１．インターネット請求の開始時期 
平成２６年１１月（１０月提供分〜） 
※ヘルプデスク（国保）の混雑が⾒込まれることから平成２７年１月以降の移⾏が推奨されています。 

 

２．インターネット請求を⾏う為の準備 
 ユーザー様の環境や方針によって準備する内容が異なります。以下のチャートを参考に必要な準備をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年１１月よりインターネット回線による請求が可能となります。「Quick けあ」では、本バージョン（Build50）でインターネット回線による請求に 

対応しておりますが、ユーザー様の方でも事前準備が必要となりますので資料内容のご確認をお願い致します。 

A 

直接 FD、CD-R、紙で 

国保請求を⾏っている 

D 

C 

B 
はい インターネット 

請求を⾏いたい 

いいえ 

はい 

いいえ 

ソフトのバージョンは 

「Ver６」を使用している 

国保中央会伝送ソフトを 

使用している 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 
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 【準備する内容】 
区分 準備内容 

 

①国保中央会より送付される CD（無償）で伝送通信ソフトのバージョンアップを⾏う 

②国保連合会へ「介護給付費等の請求及び受領に関する届」（書⾯）を提出 

③国保連合会から介護電子請求受付システムの ID、パスワード等が記載された「電子請求登録結果に関するお知らせ」を受領 

④介護電子請求受付システム（http://www.e-seikyuu.jp）にアクセスし、電子証明書の発⾏依頼を⾏う 

[電子証明書（有効期間３年）の発⾏⼿数料] 

  介護保険証明書１３，２００円  介護・障害共通証明書１３，９００円 

⑤電子証明書発⾏完了通知メールを受信 

⑥介護電子請求受付システムにアクセスし、電子証明書をダウンロードし、インストールする 

⑦インターネット請求開始 

 ①国保中央会伝送ソフトの最新版 Ver６を購入してください。 

②引き続き上記 A の準備を⾏ってください。 

 
請求代⾏業者等を通してご請求されている場合は、ご契約会社に直接お問い合わせください。 

 

①FD、CD-R での請求は今後も可能です。 

②ISDN 回線での伝送請求は、猶予期間として平成３０年 3 月３１日まで可能です。 

③紙による請求は、猶予期間として平成３０年 3 月３１日まで可能です。 

※猶予期間以降も以下の条件に該当する事業所のみ請求可能ですが、平成 30 年 3 月３１日までに届出を提出する必要があります。 

 ・⼀般のサービス事業所よりサービス提供件数が少なく、伝送⼜は電子媒体の費⽤対効果が⾒合わないなどの理由がある事業所 

 ・常勤の従事者がすべて高齢者（６５歳以上）であるサービス事業所 

A 

B 

C 

D 
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参考：国保中央会への問い合わせ内容 
 

区分 質問内容 国保中央会からの回答 

① 
国保中央会伝送ソフトのバージョンアップ CD を取得するためには 

申し込みが必要か。 

必要ありません。伝送ソフト Ver６を購入のユーザーには国保中央会より 

8 月中旬から下旬（予定）に送付します。 

② 電子証明書の支払い方法はどのようにおこなうのか。 
国保支払い分より相殺される為、振込等の必要ありません。 

代理請求をしている場合は振込になります。 

③ 
電子証明書は発⾏依頼を⾏ってからどのくらいの日数で発⾏完了にな

るのか。 

２〜3 日（営業日）かかります。国保連合会によっては日数が異なる場合が

ありますので、詳細は国保連合会へ確認してください。 
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３．「Quick けあ」の設定 
 本バージョン（Build50）の適⽤後、媒体出⼒の方法を「インターネット回線」の区分に変更します。従来通りの方法で請求する場合は変更する必要はありません。 

Quick けあの場合 【メニュー】：保険者請求->請求書発⾏／CSV 出⼒ 

Quick けあ２の場合 【メニュー】：請求->媒体出⼒ 

 

 

 

 

伝送（インターネット回線）にチェックし、参照ボタンより 

出⼒場所を伝送（ISDN 回線）と同じ場所を指定して下さい。 

※出⼒場所は変更となる可能性がございます。 


